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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置

(57)【要約】
【課題】有機ＥＬパネルの輝度調整が容易にでき、か
つ、駆動回路の占有面積を小さくすることができる有機
ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置を提供することに
ある。
【解決手段】この発明は、カレントミラー接続の入力側
トランジスタを複数並列に設けてその１つに直列に挿入
したスイッチ回路で入力側の駆動電流を制御する。この
とき、スイッチの１つをＯＮからＯＦＦにすることで、
複数の入力側トランジスタに分流されていた定電流がス
イッチ回路がＯＦＦにされた入力側トランジスタに分流
されなくなる。これによりカレントミラー接続の残りの
入力トランジスタに多くの電流が流れ、その分、カレン
トミラー接続の出力側トランジスタに大きなＤ／Ａ変換
電流が発生する。そこで、表示データの値をその分、小
さくすることができ、１桁かそれ以上桁数の少ないＤ／
Ａ変換回路にすることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】複数の出力側トランジスタが並列にカレン
トミラー接続され入力側トランジスタに所定の駆動電流
を受けるカレントミラー回路を有し、それぞれの前記出
力側トランジスタが表示データのビット桁位置に対応し
ていて入力された前記表示データに応じて選択的に動作
して、前記表示データに対応する変換アナログ電流を前
記出力側トランジスタに流れる電流の合計値として出力
端子に発生するＤ／Ａ変換回路を有する有機ＥＬ駆動回
路であって、
並列に設けられた複数の前記入力側トランジスタと、
これら複数の入力側トランジスタの少なくとも１に直列
に挿入されたスイッチ回路と、
前記複数の入力側トランジスタを所定の定電流で駆動す
る電流源と、
前記スイッチ回路のＯＮ／ＯＦＦを制御する制御部とを
備え、
前記スイッチ回路がＯＮしている状態において、前記Ｄ
／Ａ変換回路による前記変換アナログ電流値が変換可能
な前記表示データの桁数を越える大きな電流値になると
きに、前記制御部は、前記スイッチ回路をＯＦＦに設定
して前記変換桁数か、これ以下の前記表示データを前記
Ｄ／Ａ変換回路に設定して求める前記大きな変換アナロ
グ電流値を発生させることを特徴とする有機ＥＬ駆動回
路。
【請求項２】前記複数は２個であり、この２個の入力側
トランジスタは、動作電流比が１：１の関係にあって、
前記制御部は、前記スイッチ回路をＯＦＦにしたときに
前記求める大きな変換アナログ電流値に対応する表示デ
ータの値の１／２の表示データを前記Ｄ／Ａ変換回路に
設定する請求項１記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項３】前記制御部は、前記有機ＥＬパネルの表示
輝度の調整に応じて前記表示データを算出し、算出した
前記表示データが前記変換桁数を越える値か、それ以上
になったときに、前記スイッチ回路をＯＦＦにする請求
項２記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項４】前記電流源は、基準電流を受けて端子ピン
対応して基準電流を分配する回路の前記端子ピンの１つ
対する出力回路であり、前記スイッチ回路は、前記入力
側トランジスタの下流に設けられ、前記制御部は、プロ
セッサとコントロール回路とレジズタとを有し、前記表
示データは、前記プロセッサで算出されて前記レジスタ
にセットされる請求項３記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項５】前記プロセッサは、前記コントロール回路
を介して前記スイッチ回路をＯＦＦにする請求項４記載
の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項６】前記制御部は、前記スイッチ回路をＯＦＦ
に設定する情報を記憶する記憶回路を有し、前記記憶回
路に所定の情報を記憶して、この情報により前記スイッ
チ回路がＯＦＦにされる請求項２記載の有機ＥＬ駆動回
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路。
【請求項７】有機ＥＬ表示パネルと、
前記有機ＥＬパネルの端子ピンに電流を出力するカレン
トミラー電流出力回路と、  複数の出力側トランジスタ
が並列にカレントミラー接続され並列に接続された複数
の入力側トランジスタに所定の駆動電流を受けるカレン
トミラー回路を有し、それぞれの前記出力側トランジス
タが表示データのビット桁位置に対応していて入力され
た前記表示データに応じて選択的に動作し、前記表示デ
ータに対応する変換アナログ電流を前記出力側トランジ
スタに流れる電流の合計値として発生して前記カレント
ミラー電流出力回路を駆動するＤ／Ａ変換回路と、
前記複数の入力側トランジスタの少なくとも１に直列に
挿入されたスイッチ回路と、
前記複数の入力側トランジスタを所定の定電流で駆動す
る電流源と、
前記スイッチ回路のＯＮ／ＯＦＦを制御する制御部とを
備え、
前記スイッチ回路がＯＮしている状態において、前記Ｄ
／Ａ変換回路による前記変換アナログ電流値が変換可能
な前記表示データの桁数を越える大きな電流値になると
きに、前記制御部は、前記スイッチ回路をＯＦＦに設定
して前記変換桁数か、これ以下の前記表示データを前記
Ｄ／Ａ変換回路に設定して求める前記大きな変換アナロ
グ電流値を発生させることを特徴とする有機ＥＬ表示装
置。
【請求項８】前記複数は２個であり、この２個の入力側
トランジスタは、動作電流比が１：１の関係にあって、
前記制御部は、前記スイッチ回路をＯＦＦにしたときに
前記求める大きな変換アナログ電流値に対応する表示デ
ータの値の１／２の表示データを前記Ｄ／Ａ変換回路に
設定する請求項７記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項９】前記制御部は、前記有機ＥＬパネルの表示
輝度の調整に応じて前記表示データを算出し、算出した
前記表示データが前記変換桁数を越える値か、それ以上
になったときに、前記スイッチ回路をＯＦＦにする請求
項８記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１０】前記電流源は、基準電流を受けて端子ピ
ン対応して基準電流を分配する回路の前記端子ピンの１
つ対する出力回路であり、前記スイッチ回路は、前記入
力側トランジスタの下流に設けられ、前記制御部は、プ
ロセッサとコントロール回路とレジズタとを有し、前記
表示データは、前記プロセッサで算出されて前記レジス
タにセットされる請求項９記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１１】前記プロセッサは、前記コントロール回
路を介して前記スイッチ回路をＯＦＦにする請求項１０
記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１２】前記制御部は、前記スイッチ回路をＯＦ
Ｆに設定する情報を記憶する記憶回路を有し、前記記憶
回路に所定の情報を記憶して、この情報により前記スイ
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ッチ回路がＯＦＦにされる請求項８記載の有機ＥＬ表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、有機ＥＬ駆動回
路および有機ＥＬ表示装置に関し、詳しくは、カレント
ミラー回路を利用したＤ／Ａ変換回路により入力デジタ
ル値に対応する電流値を生成して有機ＥＬパネルのピン
駆動電流を発生するカラムライン（有機ＥＬ素子の陽極
側ドライブライン、以下同じ）の電流駆動回路におい
て、変換ビット数を越えるＤ／Ａ変換電流値を得ること
ができ、かつ、有機ＥＬ駆動回路の占有面積を小さくす
ることができるような有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ
表示装置の改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ表示装置は、自発光による高輝
度表示が可能であることから、小画面での表示に適し、
携帯電話機、ＤＶＤプレーヤ、ＰＤＡ（携帯端末装置）
等に搭載される次世代表示装置として現在注目されてい
る。この有機ＥＬ表示装置には、液晶表示装置のように
電圧駆動を行うと、輝度ばらつきが大きくなり、かつ、
Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）に感度差があることから
制御が難しくなる問題点がある。そこで、最近では、電
流駆動のドライバを用いた有機ＥＬ表示装置が提案され
ている。例えば、特開平１０－１１２３９１号などで
は、電流駆動により輝度ばらつきの問題を解決する技術
が記載されている。
【０００３】携帯電話機用の有機ＥＬ表示装置の有機Ｅ
Ｌ表示パネルでは、カラムラインの数が３９６個（１３
２×３）の端子ピン（以下ピン）、ローラインが１６２
個のピンを持つものが提案され、カラムライン、ローラ
インのピンはこれ以上に増加する傾向にある。このよう
な有機ＥＬ表示パネルの電流駆動回路の出力段は、アク
ディブマトリックス型でも単純マトリックス型のもので
もピン対応に電流源の駆動回路、例えば、カレントミラ
ー回路による出力回路が設けられている。そのドライブ
段は、例えば、特願２００２－８２６６２号（特願２０
０１－８６９６７号と特願２００１－３９６２１９号の
国内優先出願）のようにピン対応に多数の出力側トラン
ジスタを有するパラレル駆動のカレントミラー回路（基
準電流分配回路）を有していて、手前の入力段となる基
準電流発生回路から基準電流を受けてピン対応に多数の
ミラー電流を発生することで基準電流をピン対応に分配
して出力回路を駆動する。あるいはピン対応に分配され
たこのミラー電流をさらにｋ倍（ｋは２以上の整数）の
電流に増幅して出力回路を駆動する。そして、そのｋ倍
電流増幅回路には、ピン対応にＤ／Ａ変換回路を設けた
この出願人の特願２００２－３３７１９号の出願があ
る。これは、カラム側のピン対応にＤ／Ａ変換回路が表
示データを受けてこの表示データをピン対応にＡ／Ｄ変

4
換してカラム方向の駆動電流を同時に生成する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところで、液晶表示装
置などでは、可変抵抗器等の調整により表示輝度をマニ
ュアル調整ができる。有機ＥＬパネルのこのような輝度
調整は、通常、基準電流発生回路側で外部からの輝度調
整信号に応じた基準電流を発生することで行われる。し
かし、前記のようなＤ／Ａ変換回路を有する電流駆動回
路の場合には、表示データの数値を設定された輝度に応
じて演算することで輝度調整をすることがが可能であ
る。Ｄ／Ａ変換回路での輝度調整は、例えば、輝度を２
倍とする場合には、表示輝度データＤをＤ×２として２
倍の輝度となる表示データをＤ／Ａ変換回路に設定し、
輝度を１／２にする場合には、Ｄ×１／２の表示輝度デ
ータをＤ／Ａ変換回路に設定することによる。図３は、
このような輝度調整が可能な有機ＥＬ駆動回路のカラム
ドライバ１であって、前記の特願２００２－３３７１９
号に記載されているものである。２は、そのＤ／Ａ変換
回路、３は、そのカレントミラー電流出力回路である。
Ｄ／Ａ変換回路２は、定電流源１４ａからの電流Ｉを入
力端子２ａを介してコレクタに受けるダイオード接続の
入力側ｎｐｎ型バイポーラトランジスタＱaを有し、こ
れにカレントミラー接続された出力側ｎｐｎ型バイポー
ラトランジスタＱb～Ｑn-1と、各出力側トランジスタＱ
b～Ｑn-1のエミッタとグランドＧＮＤ間にスイッチ回路
として接続されたＮチャネルＭＯＳＦＥＴトランジスタ
Ｔrb～Ｔrn-1とが設けられている。そして、トランジス
タＴrb～Ｔrn-1のゲートがそれぞれ表示データＤ0～Ｄn
-1を受けるＤ／Ａ変換データの各入力端子に接続されて
いる。
【０００５】出力側トランジスタＱb～Ｑn-1は、それぞ
れのコレクタが出力端子２ｂに接続され、トランジスタ
Ｑaのエミッタ面積に対してそれぞれのトランジスタが
×１，×２，×４，…×ｎの倍数の各桁の重みに対応す
るエミッタ面積比を持っている。なお、入力側トランジ
スタＱaのエミッタは、抵抗ＲaとＮチャネル型のＭＯＳ
ＦＥＴトランジスタＴraの直列回路を介してグランドＧ
ＮＤに接続され、トランジスタＴraのゲートは電源ライ
ン＋ＶDDに接続されている。このＤ／Ａ変換回路２は、
ＣＰＵ，ＭＰＵ等のプロセッサからそのときどきの表示
輝度に応じたデジタル値の表示データを入力端子Ｄ0～
Ｄn-1に受けて出力端子２ｂに入力データ（表示デー
タ）に応じたアナログの変換電流値を発生する。なお、
この図では、ドライブ段のそれぞれの１ピン分の、基準
電流分配回路の出力回路を簡略化して定電流源１４ａと
して示してある。また、トランジスタＴrrとトランジス
タＱrは、カレントミラー接続の共通ベースラインへベ
ース電流を供給するベース電流供給回路であり、トラン
ジスタＱrのエミッタは、抵抗ＲrとＮチャネル型のＭＯ
ＳＦＥＴトランジスタＴrraの直列回路を介してグラン
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ドＧＮＤに接続され、トランジスタＴrraのゲートは電
源ライン＋ＶDDに接続されている。
【０００６】カレントミラー電流出力回路３は、ドライ
ブ段カレントミラー回路３ａと出力段カレントミラー回
路３ｂとからなる。カレントミラー回路３ａは、ピーク
電流生成回路であって、ダイオード接続されたｎｐｎ型
の入力側トランジスタＱsと出力側トランジスタＱtとか
らなり、それぞれのエミッタ側がＰチャネルＭＯＳＦＥ
ＴトランジスタＴrs，ＮチャネルＭＯＳＦＥＴトランジ
スタＴrtを介して出力段カレントミラー回路３ｂの入力
端子３ｃに接続されている。入力側トランジスタＱsの
コレクタは、Ｄ／Ａ変換回路２の出力端子２bに接続さ
れ、出力側トランジスタＱtのコレクタは、グランドＧ
ＮＤに接続されている。トランジスタＱsとトランジス
タＱtのエミッタ面積比は１：ｘである。ここで、Ｄ／
Ａ変換回路２の出力電流をＩaとすると、これに対して
入力端子３cに（ｘ＋１）Ｉaの駆動電流を発生すること
ができる。そこで、カレントミラー回路３ａは、トラン
ジスタＴrtがＯＮしているときには、（１＋ｘ）倍の駆
動電流を生成する。トランジスタＴrsは、トランジスタ
Ｔrtに対応して設けられた負荷トランジスタであって、
そのゲートはグランドＧＮＤに接続されていて、駆動ラ
インをバランスさせるために挿入されている。なお、ト
ランジスタＴrtは、駆動初期の一定期間だけコントロー
ル信号CONTを受けてＯＮになる。このカレントミラー回
路３ａは、出力段カレントミラー回路３ｂの入力側トラ
ンジスタＱxをベース電流補正駆動用のカレントミラー
トランジスタＱu，Ｑwを介して駆動する。その結果、入
力側トランジスタＱxには、トランジスタＴrtがＯＮし
てピーク駆動を行う一定期間の間は（１＋ｘ）Ｉaの電
流が流れる。その後に通常駆動電流として駆動電流Ｉa
が出力される。
【０００７】近年、駆動ピン数は高解像度の要請により
増加する傾向にある。前記のピーク電流生成回路とＤ／
Ａ変換回路は、有機ＥＬ素子を電流駆動する各ピン対応
に設けられる回路であるので、集積回路規模は大きくな
る一方である。そのためこれら回路をいかに小さくする
かが、消費電力の低減と駆動ピン数の増加にともなう占
有面積の低減に貢献する。しかし、Ｄ／Ａ変換回路で輝
度調整することを考えると、その表示データは、設定さ
れた輝度に応じてＣＰＵ，ＭＰＵ等のプロセッサ側で演
算されて設定することになる。この場合には、変換ビッ
ト数は、６ビット乃至７ビット程度となり、本来の表示
データビット数に対して輝度の調整分として１桁乃至２
桁以上多くの桁が必要になる。その分、Ｄ／Ａ変換回路
の占有面積が増える問題がある。このような輝度調整に
限らず、高精度なカラー表示をする場合、あるいはモノ
クロの場合の表示階調を大きく採る場合などにはＤ／Ａ
変換回路の変換ビット数（桁数）は多くなる。しかし、
図３に示すようにピン対応にＤ／Ａ変換回路を設ける有
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機ＥＬの駆動回路においては、変換ビット数（桁数）の
増加がＤ／Ａ変換回路の占有面積の増加につながり、そ
れがピン数分加算されることになる。その分、他の回路
よりも有機ＥＬパネルの電流駆動回路の占有面積の増加
に与える影響が非常に大きい。この発明の目的は、この
ような従来技術の問題点を解決するものであって、変換
ビット数を越えるＤ／Ａ変換電流値を得ることができ、
かつ、有機ＥＬ駆動回路の占有面積を小さくすることが
できる有機ＥＬ駆動回路を提供することにある。この発
明の他の目的は、有機ＥＬ駆動回路の占有面積を小さく
することができる有機ＥＬ表示装置を提供することにあ
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】このような目的を達成す
るためのこの発明の有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表
示装置の特徴は、複数の出力側トランジスタが並列にカ
レントミラー接続され入力側トランジスタに所定の駆動
電流を受けるカレントミラー回路を有し、それぞれの出
力側トランジスタが表示データのビット桁位置に対応し
ていて入力された表示データに応じて選択的に動作し、
表示データに対応する変換アナログ電流を出力側トラン
ジスタに流れる電流の合計値として出力端子に発生する
Ｄ／Ａ変換回路を有する有機ＥＬ駆動回路であって、並
列に設けられた複数の前記入力側トランジスタと、複数
の入力側トランジスタの少なくとも１に直列に挿入され
たスイッチ回路と、複数の入力側トランジスタを所定の
定電流で駆動する電流源と、スイッチ回路のＯＮ／ＯＦ
Ｆを制御する制御部とを備えていて、スイッチ回路がＯ
Ｎしている状態において、Ｄ／Ａ変換回路による前記変
換アナログ電流値が変換可能な表示データの桁数を越え
る大きな電流値になるときに、制御部がスイッチ回路を
ＯＦＦに設定して変換桁数か、これ以下の表示データを
前記Ｄ／Ａ変換回路に設定して求める前記大きな変換ア
ナログ電流値を発生させるものである。
【０００９】このように、この発明にあっては、カレン
トミラー接続の入力側トランジスタを複数並列に設けて
その１つに直列に挿入したスイッチ回路で入力側の駆動
電流を制御する。このとき、スイッチの１つをＯＮから
ＯＦＦにすることで、複数の入力側トランジスタに分流
されていた定電流がスイッチ回路がＯＦＦにされた入力
側トランジスタに分流されなくなる。これによりカレン
トミラー接続の残りの入力トランジスタに多くの電流が
流れて、その分、カレントミラー接続の出力側トランジ
スタに大きなＤ／Ａ変換電流が発生する。そこで、表示
データの値をその分、小さくすることができ、１桁かそ
れ以上桁数の少ないＤ／Ａ変換回路にすることができ
る。これにより、Ｄ／Ａ変換回路の桁数を低減でき、最
上位の桁位置が変換可能な表示データの桁数を越えた上
位ビットに対応させることができるので、この上位ビッ
トの桁をさらにＤ／Ａ変換回路に設ける場合よりもその
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7
分トランジスタの数を大きく低減できる。その結果、Ｄ
／Ａ変換回路の変換ビット数（桁数）を少なくすること
が可能になり、有機ＥＬ駆動回路の占有面積を小さくす
ることができる。また、Ｄ／Ａ変換回路で輝度調整を行
う場合にあっては、輝度調整に対応させてＤ／Ａ変換回
路の桁数を多く採らなくても、表示データにより輝度調
整をすることが可能になる。
【００１０】
【実施例】図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用
した一実施例の電流駆動回路のブロック図、そして図２
は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用した他の実施例
の電流駆動回路のブロック図である。なお、図２と同一
の構成要素は同一の符号で示す。図１において、１０
は、有機ＥＬ駆動回路のカラムドライバであって、１１
は、そのＤ／Ａ変換回路、１２は、基準電流分配回路の
１ピン分の出力回路を簡略化した、図３の定電流源１４
ａに対応する定電流源、１３は、輝度調整成回路、１４
は、コントロール回路、１５は、レジスタ、そして１６
は、ＭＰＵである。Ｄ／Ａ変換回路１１は、図３のＤ／
Ａ変換回路２に対応しているが、Ｄ／Ａ変換回路２の入
力側トランジスタＱaに対して、これに並列に接続され
たカレントミラーのｎｐｎの入力側トランジスタＱpを
有している。そして、トランジスタＱaとトランジスタ
Ｑpは、エミッタの面積比が１：１に設定されていて、
トランジスタＱpのエミッタは、スイッチ回路ＳＷを介
してグランドＧＮＤに接続されている。ここで、スイッ
チ回路ＳＷは、通常、ＯＮ状態となっていて、コントロ
ール回路１４から輝度制御信号Ｂrを受けてＯＦＦす
る。このスイッチ回路ＳＷとトランジスタＱpとは輝度
調整回路１３を構成している。なお、２個の入力側トラ
ンジスタＱaと入力側トランジスタＱpとに対する各出力
側のカレントミラー接続のトランジスタは、トランジス
タＱb～Ｑn-2となっていて、図３の最上位の桁位置のト
ランジスタＱn-1がなく、出力側トランジスタが１つ少
ない。これにより、図３の場合よりも桁数の少ないＤ／
Ａ変換回路とすることができる。
【００１１】ところで、図１では示していないが、この
Ｄ／Ａ変換回路１１は、図３に示すトランジスタＱａと
同様に、トランジスタＱpの下流のスイッチＳＷとトラ
ンジスタＱpのエミッタとの間に抵抗を挿入して、スイ
ッチＳＷとしてＮチャネル型のＭＯＳＦＥＴトランジス
タを設け、さらに、図１のトランジスタＱaについても
図３に示すようにトランジスタＱaのエミッタとグラン
ドＧＮＤとの間に抵抗とＮチャネル型のＭＯＳＦＥＴト
ランジスタの直列回路、そしてトランジスタＱrのエミ
ッタとグランドＧＮＤとの間に抵抗とＮチャネル型のＭ
ＯＳＦＥＴトランジスタの直列回路をそれぞれ設けても
よい。このようにすれば、Ｄ／Ａ変換回路１１の出力側
の各トランジスタＱb～Ｑn-2との電流バランスを採るこ
とができるので、高い精度のＤ／Ａ変が可能になる。図
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２の実施例がこのような抵抗とスイッチ回路とを設けた
ＭＯＳＦＥＴトランジスタ構成のＤ／Ａ変換回路であ
る。なお、この場合、トランジスタＱaとトランジスタ
Ｑrの下流にそれぞれの設けられた直列回路のＭＯＳＦ
ＥＴトランジスタのゲートは、図２，図３と同様に電源
ライン＋ＶDD等のバイアスラインにプルアップされる。
【００１２】さて、２個の入力側トランジスタＱaと入
力側トランジスタＱpとは、定電流源１２から電流Ｉp＝
２×Ｉを入力端子１１ａを介して受ける。定電流源１２
は、図３の定電流源１４ａの２倍の電流値を発生する定
電流源である。そこで、このＤ／Ａ変換回路１１は、ス
イッチ回路ＳＷがＯＮしているときには、トランジスタ
ＱaとトランジスタＱpにそれぞれＩp／２（＝Ｉ）の電
流が流れ、図３の場合の動作に対応する。このとき設定
される表示データは、トランジスタＱn-1の位置に対応
する最上位ビットが“０”である表示データであり、そ
の表示データのうちの入力端子Ｄ0～Ｄn-2のデータがＤ
／Ａ変換回路１１に入力される。一方、コントロール回
路１４から輝度制御信号Ｂrを受けたときには、このＤ
／Ａ変換回路１１は、トランジスタＱpがＯＦＦになっ
て、トランジスタＱaにはＩp＝（２×Ｉ）の電流が流れ
る。ここで、Ｉは、トランジスタＱaとトランジスタＱp
にそれぞれ流れていた電流である。その結果、各出力側
の出力側トランジスタＱb～Ｑn-2には、レジスタ１５に
より入力端子Ｄ0～Ｄn-2に設定された表示データＤ（Ｄ
0～Ｄn-2）に対して２倍の電流を発生して、それぞれの
コレクタが出力端子１１ｂには、２倍の駆動電流のＩa
が生成される。そこで、入力端子Ｄn-2の桁位置は、図
３の入力端子Ｄn-1の桁位置に対応する。
【００１３】ＭＰＵ１６は、有機ＥＬパネルの輝度を調
整するために設けられたマニュアル操作の可変抵抗器１
８等により調整される輝度設定信号Ｂを受けて表示デー
タを演算してその演算結果の表示データＤが所定値Ｍ
（トランジスタＱn-1の位置に対応する最上位ビットが
“１”となり、他の桁は“０”の表示データ“１０００
…０００”に対応）か、これ以上の表示データになって
いるときには表示データＤを１／２にする。すなわち、
１桁下側に表示データをビットシフトして表示データＤ
／２を生成して、それを入力端子Ｄ0～Ｄn-2のデータと
してレジスタ１５に設定する。この処理をするプログラ
ムがＭＰＵ１６には内蔵されている。これにより入力端
子Ｄn-1の桁位置ビットのデータが入力端子Ｄn-2の桁位
置にシフトして、入力端子Ｄn-2の桁位置に設定され
る。最上位ビットは“１”であるので、最上位桁のトラ
ンジスタＱn-2はＯＮになる。このとき同時にＭＰＵ１
６は、最上位ビット“１”に従って制御信号Ｓをコント
ロール回路１４に送出し、コントロール回路１４に輝度
制御信号Ｂrを発生させる。これにより、入力端子１１
ａに表示データＤ／２のデータが設定されても、トラン
ジスタＱpがＯＦＦになっていて、２倍の電流が出力ト
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9
ランジスタＱb～Ｑn-2に流れているので、Ｄ／Ａ変換回
路１１は、所定値Ｍを越えたときには１／２の表示デー
タ値に対して２倍の出力電流を生成する。その結果、発
生すべき表示データＤに対応する出力電流値が出力端子
１１ｂに発生する。なお、所定値Ｍ（＝“１０００…０
００”）は、Ｄ／Ａ変換回路１１による変換アナログ電
流値が変換可能な表示データの桁数Ｄ0～Ｄn-2を越えた
ときの変換電流値に対応している。また、このとき最下
位ビットに対応する電流値は微小なものとして無視され
る。ＭＰＵ１６の表示データの演算結果が所定値Ｍ以上
となるときは、輝度設定信号Ｂが高輝度になっていると
きであるので、最下位ビットが無視されてもほとんど問
題は生じない。
【００１４】図２は、この発明の他の実施例であって、
フリップフロップ（ＦＦ）１７を設けて、最上位ビット
のＤn-1を制御信号Ｓとしてこのフリップフロップ１７
のセットし、輝度制御信号Ｂrに換えてこのフリップフ
ロップ１７の出力に応じてスイッチＳＷをＯＮ／ＯＦＦ
するようにしたものである。ＭＰＵ１６の制御信号Ｓを
フリップフロップ１７に送出して、フリップフロップ１
７に“１”をセットしたときにスイッチＳＷをＯＮにす
る。そして、フリップフロップ１７を制御信号Ｓにより
リセットしたときにＯＦＦにする。このとき、制御信号
Ｓは、表示データＤの最上位ビットを割り当てる。な
お、図２のＤ／Ａ変換回路は、図１のバイポーラトラン
ジスタＱa，Ｑp，Ｑb～Ｑn-2に換えて、ＭＯＳトランジ
スタＴNa，ＴNp，ＴNb～ＴNn-2が設けられ、ＭＯＳトラ
ンジスタ構成になっている。このＤ／Ａ回路は、輝度設
定信号Ｂとは関係なしに、表示データが所定値Ｍを越え
たときにスイッチＳＷをＯＮにしてＤ／Ａ変換電流を得
る。すなわち、図３における表示データのうち最上位ビ
ットＤn-1がそのままフリップフロップ１７にセットさ
れ、Ｄ0～Ｄn-2のデータを発生するレジスタ１５には、
表示データＤが所定値Ｍ以上になっているときに表示デ
ータＤ／２がセットされて、Ｄ／Ａ変換回路１１に設定
される。この場合、このフリップフロップ１７に換え
て、レジズタ１５の最上位ビットＤn-1の記憶位置を設
けて、このレジスタに前記データをセットするようにし
てもよい。
【００１５】さて、以上のＤ／Ａ変換回路１１は、上位
の桁位置のトランジスタＱn-1がない。このトランジス
タＱn-1は、エミッタ面積比がｎ倍のトランジスタであ
る。ここで各トランジスタに流れる電流値は、μＡオー
ダの微少電流であるので、セル化されて形成された１個
のトランジスタにおいてエミッタ面積比が×１のもので
あっても、数十倍の電流値を十分に流せる能力がある。
また、微少な電流を生成する場合に×ｎのエミッタ面積
比のカレントミラー回路の出力側トランジスタＱは、通
常、セルとして形成されたトランジスタＱをｎ個パラレ
ルに接続することで形成される。そこで、前記の場合に*
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*は、×ｎのトランジスタは、ｎ個となるので、最上位桁
の×ｎ個に換えて、入力側に１個のトランジスタＱを追
加するだけで、ピン対応にｎ個のトランジスタＱが削除
されることになる。これにより、Ｄ／Ａ変換回路１１で
使用されるトランジスタの量を大きく低減することがで
きる。
【００１６】以上説明してきたが、実施例では、カレン
トミラー回路で構成されるＤ／Ａ変換回路１１の入力側
に２個のトランジスタを設けているが、これは、３個以
上であってもよく、複数個設けられていればよい。ま
た、そのエミッタ面積比も一対一に限定されるものでは
ない。また、実施例では、前記の入力側に２個のトラン
ジスタの１つに挿入したスイッチ回路をＯＦＦする制御
をコントロール回路からの制御信号で行っているが、こ
れは、ＭＰＵ（プロセッサ）側からバスを介して直接行
うようにしてもよい。さらに、実施例のｎｐｎ型（ある
いはＮチャンネル型トランジスタ）は、ｐｎｐ型（ある
いはＰチャンネル型）トランジスタに、ｐｎｐ型（ある
いはＰチャンネル型）トランジスタは、ｎｐｎ型（ある
いはＮチャンネル）トランジスタに置き換えることがで
きる。この場合には、電源電圧は負となり、上流に設け
たトランジスタは下流に設けることになる。
【００１７】
【発明の効果】以上説明してきたように、この発明にあ
っては、カレントミラー接続の入力側トランジスタを複
数並列に設けてその１つに直列に挿入したスイッチ回路
で入力側の駆動電流を制御する。このとき、スイッチの
１つをＯＮからＯＦＦにすることで、複数の入力側トラ
ンジスタに分流されていた定電流がスイッチ回路がＯＦ
Ｆにされた入力側トランジスタに分流されなくなる。こ
れによりカレントミラー接続の残りの入力トランジスタ
に多くの電流が流れ、その分、カレントミラー接続の出
力側トランジスタに大きなＤ／Ａ変換電流が発生する。
そこで、表示データの値をその分、小さくすることがで
き、１桁かそれ以上桁数の少ないＤ／Ａ変換回路にする
ことができる。その結果、有機ＥＬパネルの輝度調整が
容易にでき、かつ、駆動回路の占有面積を小さくするこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用し
た一実施例の電流駆動回路のブロック図である。
【図２】図２は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用し
た他の実施例の電流駆動回路のブロック図である。
【図３】図３は、先行技術の有機ＥＬ駆動回路のＤ／Ａ
変換回路の一例の説明図である。
【符号の説明】
１，１０…カラムドライバ、２，１１…Ｄ／Ａ変換回
路、２a，１１ａ…入力端子、２b，１１ｂ…出力端子、
３…カレントミラー電流出力回路、３ａ…ドライブ段カ
レントミラー回路、３b…出力段カレントミラー回路、
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４…有機ＥＬ素子、９…ピン、１２…ピーク電流生成回
路、１４…コントロール回路、１５…レジスタ、１６…*

12
*ＭＰＵ、Ｑ1～Ｑm，Ｑa～Ｑn-1…トランジスタ
。

【図１】

【図２】
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摘要(译)

本发明的目的是提供一种有机EL驱动电路和有机EL显示装置，其能够容
易地调节有机EL面板的亮度并减小驱动电路的占用面积。 根据本发明，
输入侧的驱动电路由开关电路控制，其中电流镜连接中的多个输入侧晶
体管并联设置并串联插入其中一个晶体管中。此时，通过将其中一个开
关从ON切换到OFF，分流到多个输入侧晶体管的恒定电流不会分流到开
关电路关断的输入侧晶体管。结果，大量电流流过电流镜连接中的剩余
输入晶体管，并且在电流镜连接中的输出侧晶体管中产生大的D / A转换
电流。因此，可以相应地减小显示数据的值，并且可以形成具有一个或
多个数字的D / A转换电路。
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